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    2010年９月８日 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
★体育会弓道部 
・弓道部男子 全日本学生選手権で55年ぶり2回目の団体優勝！  

8 月 9日（月）～11日（水）まで、日本武道館（東京）にて第58回全日本学生弓道選手

権大会（主催：全日本学生弓道連盟、後援：文部科学省、東京都、全日本弓道連盟他）が開催

され、弓道部男子が55年ぶり2度目の優勝を飾りました。同時に日本古来よりの伝統技術を

最も多く継承している大学として、射道優秀賞も受賞しました。今大会の優勝で、弓道部男子

部は、11月に伊勢神宮で開催される全日本学生王座決定戦への出場権も獲得しました。 

 なお、女子団体（3人立12射）は、決勝トーナメント2回戦で全国屈指の強豪校である桜

美林大学と対戦、結果、8中対9中と惜敗しました。（桜美林大学は女子団体優勝） 

 11日（水）に行われた男子個人戦においては、団体戦で活躍した押之見洸希さん（理工学

部2回生）が4位入賞を果たしました。 

 

【試合結果】 

大前 岸田正輝さん（産業社会学部4回生） 

2的 井上雅寛さん（国際関係学部1回生） 

3的 鈴木伸哉さん（産業社会学部1回生） 

4的 押之見洸希さん（予選・決勝T1回戦・2回戦：理工学部2回生） 

   佐野夏輝さん（決勝T3回戦から：スポーツ健康科学部1回生） 

大落 黒瀬章平さん（法学部4回生） 

 

控え 高崎智貴さん（国際関係学部2回生）、松川翔也さん（情報理工学部1回生） 

 
 
 
 
 
 
 
 

団体戦の様子                          個人４位入賞に喜ぶ押之見さん 
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★体育会自転車競技部 
・石口慶多さん（政策４）が全日本大学対抗選手権自転車競技大会で堂々の準優勝！ 

 8 月 26日（木）～29日（日）、青森県八戸市で開催された第66回全日本大学対抗選手

権自転車競技大会（通称インカレ）のスプリント（＊1）で、石口慶多さん（政策科学部4回

生）が堂々の準優勝に輝きました。 

 スプリントは、200ｍのタイムによる予選の上位16名によるトーナメント形式による本戦

で優勝者が決まります。本戦では2名の選手が同時にスタートし、333ｍのトラックを2周

回して先着した選手が勝ちあがります。 

 石口さんは、予選で2位のタイムを出し、第2回戦決勝、準々決勝、準決勝と順当に勝ち上

がり、決勝で日本大学の選手と対決しました」。惜しくも僅差で敗れましたが、堂々の準優勝

に輝きました。 

 他には、小西悠貴さん（経営学部4回生）がケイリン（＊2）7位入賞、石口さん・小西さ

ん・松井響さん（経済学部4回生）の3名によるチームスプリント（＊3）6位入賞とインカ

レ最後となった4回生の健闘が目立ちました。 

 
＊1：自転車トラックレースのひとつ。主に2名の選手で競い、2回目で先着した選手が勝つ。 途中での位 

置取りをめぐる駆引きが勝敗に大きく影響する。 

＊2：走行距離は2000ｍで、先頭を走る選手の風圧によるハンデを解消するためにペーサーといわれる先頭

誘導員が時速50ｋｍまで徐々にスピードをあげていく。残り約600ｍの位置で退避するまで、ポジション争

いの駆け引きが激しく行われ、ゴールスプリントで勝負が一気に決まる。 

＊3：トラックを3人のチームで3周回する。次々に先頭が1周回ごとに外れてゆき、最後の1名がゴール

した時のタイムで競う｡ 

 
 
 
 
 
 
    スプリットで石口さんが準優勝  表彰台にて記念撮影 左：石口さん  ｹｲﾘﾝの様子 赤のﾕﾆﾌｫｰﾑ：小西さん 

 

 

★体育会ソフトテニス部 
・ソフトテニス部男子 全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会で創部初の準優勝 

8月 7日（土）～8日（日）、滋賀県長浜ドームで、第64回文部科学

大臣杯全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会（インカレ）が開催され、立

命館大学体育会ソフトテニス部男子部が団体で創部初の準優勝の快挙を果

たしました。 

 今回の結果は、全国屈指の強豪大学に対して生田主将（経営４）を中心に

チーム一丸となって勝ち取った結果であり、秋の秋季関西学生リーグにおい

て更なる躍進が期待されます。 

 

【出場選手】   

 生田翔平さん（前衛：経営学部4回生）、斎藤宣成さん（後衛：経済学部2回生） 

 向井俊貴さん（前衛：経営学部3回生）、早川和宏さん（後衛：スポーツ健康科学部1回生） 

 荒木 翔さん（前衛：経営学部1回生）、梅本光貴さん（後衛：経済学部4回生） 
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★バトントワリング部 
・第30回世界バトントワリング大会にて3連覇！！！ 

 

 2010年8月 5日（木）～8日（日）、ノルウェー・ベルゲンにて、第30回世界バトント

ワリング大会が開催され、日本代表として出場した「立命館大学立命館バトンチーム」が優勝

し、3連覇を果たしました。 

 「立命館バトンチーム」は、立命館大学バトントワリング部の現役学生と OB・OG で構成

されたチームです。3 月の全日本バトントワリング選手権大会で優勝して世界大会への出場を

決め、厳しい練習を重ねて大会本番を迎えました。他国も技術レベルが上がる中、名曲ボレロ

に合わせて正確なテクニックと息の合った演技で観客を魅了し、審査員 4名が 100 点満点の

評価をするなど、他国を圧倒し見事金メダルを勝ち取りました。 

 バトントワリング部部長の横田聡弘さん（産業社会学部 3 回生）は、「皆様のご声援のおか

げでこのような結果を頂くことができました。素晴らしい経験をさせて頂けたことに感謝して

います。また次の目標に向けて頑張っていきますので、今後も宜しくお願い致します。ありが

とうございました。」と語っている。 

 

◆ フリースタイルチーム部門 優勝 

小城桂馬さん（本学校友）・大北岬さん（本学校友）・河野綾子

さん（国際関係学部４回生）・廣田夏希さん（文学部４回生）・

酒井智美さん（産業社会学部３回生）・横田聡弘さん（産業社会

学部３回生）・渡辺伊織さん（産業社会学部３回生）・伊藤優香

さん（文学部２回生）・近藤優さん（産業社会学部２回生）・原

雨萌さん（産業社会学部２回生） 

 
 
★応援団吹奏楽部 
・関西吹奏楽コンクール 金賞受賞 全国大会へ！ 

 

8 月 2２日（日）、第 60 回関西吹奏楽コンクール（関西吹奏楽連盟、朝日新聞社主催）の

大学の部が奈良県文化会館で開催され、応援団吹奏楽部が金賞を受賞、全日本吹奏楽コンクー

ルへの出場権を獲得しました。 

 応援団吹奏楽部は、8 月８日（日）に開催された第 47 回京都府吹奏楽コンクールで金賞を

受賞し、京都府代表として本大会に臨み、見事全国大会への出場権を獲得しました。 

 第 57 回全日本吹奏楽コンクールは、10 月 23 日（土）、愛媛県民文化会館で開催されま

す。悲願の金賞受賞に向けて、さらなる活躍が期待されます。 

 

（関西吹奏楽コンクール結果） 

金賞 立命館大学（代表） 

   龍谷大学 （代表） 

   関西学院大学 

銀賞 関西外国語大学 

関西大学 

   神戸学院大学 

   滋賀大学 

銅賞 京都産業大学 

和歌山大学 
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★応援団チアリーダー部 
・JAPAN CUP2010 チアリーディング日本選手権大会 DIVISION1大学の部で7位、

DIVISION２で5位 

 

 8 月 2７日（金）～２９日（日）、東京・代々木第一体育館で開催された JAPAN CUP20

１０ チアリーディング日本選手権大会 DIVISION１大学の部において、応援団チアリーダー

部が７位に入賞しました。12 チーム中 8 番目で登場したチアリーダー部は、他チームをはじ

め会場全体の声援を受けて日ごろの練習の成果をいかんなく発揮し、214 点を取り、昨年(１

０位)果たせなかった入賞を果たしました。また、DIVISION2 でも５位に入賞しました。今後

も益々活躍が期待されます。 

 
＊DIVISION2･･･同一高校・大学団体よりエントリー2･3チーム目が出場する部門 

 

 

★囲碁研究部 
・女子学生本因坊で堀本範子さん（産社１）が準優勝 

 

 8 月 8 日（日）～10日（火）東京・明治神宮会館において、第 46回女子学生本因坊決定

戦が開催され、堀本範子さん（産業社会学部1回生）が、準優勝となりました。 

 

 

・全日本学生本因坊で西村一駿さん（経営３）がベスト８ 

 

 8 月 5日（木）～7日（土）神奈川県・小田急箱根レイクホテルで、毎日・佐川急便杯争奪

第54回全日本学生本因坊決定戦が開催され、西村一駿さん（経営学部3回生）が、ベスト８

となりました。 

 

 

★将棋研究会 
・全国大学対抗将棋大会で３連覇達成 

 

8 月１３日（金）～１５日（日）、東京都・富士通ソリューショ

ンスクエアで富士通杯争奪全国大学対抗将棋大会（前：毎日杯全国

大学対抗将棋大会）が行われました。 

大会２連覇中の立命館大学、昨年の王座戦を制した東京大学を中

心に優勝争いが展開するとみられましたが、２日目を終了した時点

で早稲田大学が無敗の単独トップ、立命館大学、東京大学が 1 敗

で続き、最終日の８，９回戦での優勝争いとなりました。第 8 回

戦では東京大学との直接対決を立命館大学が制し、一方で早稲田大

学が東北大学に痛恨の敗北し、勝数の差で立命館大学がトップになりました。 

最終９回戦の優勝をかけた大一番で２勝２敗と最終の５局目に託されましたが、将棋研究会

会長の小川陽平さん（文学部３回生）が苦戦の将棋を挽回、逆転勝ちし、大学日本一の栄冠を

勝ち取り、見事３連覇を果たしました。 

主将の荒井祥太さん（生命科学部３回生）は、「今回の大会ではチームの雰囲気が良く、それ

ぞれが力まずにリラックスして戦えたのが大きかったと思います。また、サポートメンバーを

沢山連れて行ったので、チームとして戦えたのも大きかったです。今回の富士通杯三連覇はと

ても嬉しいが、全勝優勝では無く厳しく見れば展開が向いて運のいい形だったこともあり、冬

の全国大会に向けて、慢心せず頑張りたいと思います。」と語っています。 
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★かるた会 
・第1７回全日本大学かるた選手権大会団体の部で優勝、４連覇達成！！ 

・第 9４回全国職域学生かるた大会団体（団体戦）で優勝、５連覇達成！！ 

  
8月７日（土）～８日（日）、滋賀県大津市の近江神宮勧学館において、第1７回全日本大学

かるた選手権大会が開催され、団体の部においてかるた会が見事４連覇を果たしました。本大

会における優勝は６回目です。 

大学代表の部でも、川崎文義さん（文学部４回生）が優勝し、個人の部においても、３回生・

１回生の部で優勝という優秀な戦績を収めました。 

 8 月２９日（日）に東京都江戸川区スポーツセンターで行われた、第 9４回全国職域学生か

るた大会（団体戦）でも優勝を果たし、こちらも見事５連覇を成し遂げました。 

 また前日の２８日（土）に行われた第 7９回全国かるた競技学生選手権大会でも、川﨑文義

さん（文学部４回生）が優勝、準優勝に本多恭子さん（スポーツ健康科学部）でした。 

 

第 1７回全日本大学かるた選手権大会成績 

団体戦の部    優勝（４連覇 ６回目） 

大学代表の部   優勝 川崎文義（文学部４回生） 

個人の部 

 ３回生の部   優勝 楠木早紀（産業社会学部３回生） 

         ２位 本多未佳（産業社会学部３回生） 

 １回生の部   優勝 本多恭子（スポーツ健康科学部１回生） 

 

第 7９回全国かるた競技学生選手権大会A級 

優勝 川崎文義（文学部４回生） 

２位 本多恭子（スポーツ健康科学部１回生） 

 

 

★JAZZ CLUB 
・YAMANO BIG BAND JAZZ CONTESTで 18位入賞 

 

 8 月 14日（土）～15日（日）、埼玉県・大宮ソニックシティ大ホール第４１回YAMANO 

BIG BAND JAZZ CONTEST で、JAZZ CLUB 所属の R.U  Swingin'Herd Jazz 

Ensembl-2010（通称RUSH）が18位に入賞し、次年度のシード権を獲得しました。 

RUSHバンドマスター高橋照代さん（国際関係学部３回生）は『コンテンポラリージャズが

専らとする当コンテストにおいて、我RUSHが標榜するスイングジャズはどうしても不利な位

置付けとなり惜しくも入賞に至る事は出来ませんでした。しかしながら審査員の方の弁による

と「久しぶりに良い音を聴いた。しっかりスイングしているが、粗い事もなく、よく揃ってい

る。当コンテストには認められ難い傾向だが、入賞に至るようなレベルだ」と評価を頂きまし

た。OB・OGの皆様には、常々RUSHを応援して頂き、感謝の気持ちでいっぱいです。一同

リラックスして本番に臨む事が出来ました。本当に有難う御座居ました。今後ともRUSHをよ

ろしくお願い致します』と話していました。 

また、現地で応援していたOB・OGたちは『他大学は全体にコンテンポラリージャズを標

榜する中、時代に迎合せずRUSHに拠る代々継承して来た伝統的なカウントベイシースタイル

は当コンテスト会場においてよくスイングし、アンサンブルも素晴らしく「いぶし銀」の輝き

を見せていた。これぞ立命館の伝統と思う』と口を揃えていました。 
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★交響楽団 
・サマーコンサートを開催 

 

９月３日（金）去年から開催しているサマーコンサートを 

大阪府・高槻現代劇場中ホールで、開催しました。本学オー 

ケストラアドヴァイザーである阪哲朗氏の指揮のもと、第一 

部ではチャイコフスキーの「眠れる森の美女」等4曲、第二 

部ではモーツァルト「魔笛」等２曲を演奏し、大盛況のうちに 

終演となりました。 

 

 

★茶道研究部 
・石川県にて夏季遠征茶会を開催 

 

8 月 22日（日）石川県金沢市において立命館大学茶道研究

部の夏季遠征『石川茶会』が開催されました。今夏の北陸は例

年に無く厳しい残暑となっており、当日の金沢市の気温も午前

のうちから35℃に迫る勢いでしたが、立命館校友・関係者を

はじめ、地元高校生や一般市民など総勢170名余りが茶席を

訪れました。 

 茶道研究部は今年で創部65年目で、「流派を問わず、茶道

を志す者が共に学ぶ」という姿勢のもと、現在表千家・裏千家

の二流派で活動しており、学校行事は全て二流派が合同で行っています。夏季茶会は、昭和27

（1952）年に福岡県太宰府で初回開催してから、ほぼ毎年全

国各地を舞台に開催されており、今回の開催で第55回目、石

川県および金沢市での開催は通算8回目となります。今回の遠

征茶会には40名強の学生が参加しました。 

 歴史的文化都市金沢での開催とあって来訪者のほとんどは日

頃より茶道を嗜む方であり、茶道研究部の学生にとっては緊張

を余儀なくされる場面もあったと思われますが、当日は席主を

務めた茶道研究部長松本章宏さん（経営学部3回生）は「栄え

ある大舞台でのお手前披露に、皆胸踊る気持ちであった」と述べていました。 

 

 

★学生法律相談部 
・富山市において、無料移動法律相談を実施 

 

8 月 26日（木）～27日（金）の二日間、富山県富山市サン

シップ富山において、無料移動法律相談を実施しました。無料移

動法律相談は、法律相談活動を通して実践的に法律を学ぶ取り組

みとして、法律相談部が長年にわたり実施しています。二日間で

合計 66 件の相談があり、受付開始時刻の 9 時半よりずっと前

から10人弱の相談者の方が待っているほどでした。 

訪れた方からの相談には、法律相談部の部員が対応し、難しい

相談には、二宮周平（法学部教授）をはじめとする先生方にアドバイスを得て答えていました。 

法律相談部部長の五戸晃太さん（法学部3回生）は「この度は、校友会の皆様のお力添えも

ありまして、二日で 66 件という大変大勢の方に利用していただくことができました。一人で

も多くの相談者の方の相談を受けることで、我々が目標としている「基本的人権の尊重」・「社

会的正義の実現」に少しでも近づけるのではないか。その思いを胸に、1 年前から計画してい

た夏期移動法律相談でしたので、無事成功することができ、役員一同胸をなでおろしておりま
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す。今回の移動法律相談にかかわってくださったすべての部員、教授・OBOGの皆様、校友会

の皆様、本当にありがとうございました。」と語っています。 

 

 

 

 

 

★立命の家 
・今年で10周年！「立命の家 2010」を開催 

 

 8 月 24日（火）～25日（水）の2日間、びわこ・くさつキャンパス（BKC）にて立命の

家 2010を開催しました。 

 今企画は、2001年より毎年夏に行われ、今年で10年目を迎えます。今回も立命館大学の

各学部のプロジェクト団体や学術系サークルが中心となり、子どもたちに夢や目標を持っても

らおうと様々なプログラムを企画しました。 

 当日は、パソコンで音楽やゲームを作ることができるプログラム、オリジナルロボットや

2010年地球に帰還した小惑星探査機「はやぶさ」の模型を造るプログラム、歌ったり・踊っ

たり・カルタをして英語に触れてもらい、英語の楽しさを学んでもらうプログラムなどを行い

ました。どのプログラムも、子どもたちは真剣な表情で作業に取り組んだり、ゲームを楽しん

だりしていました。また、今年からより子どもたちと距離を縮めようとビンゴゲームが用意さ

れ、子どもたちはビンゴの言葉が発表されるたびに大喜びしていました。 

 プログラムの 1 つである「オリジナルゲームを自作しよう!!」の運営責任者を務めた中川健

一さん（情報理工学部3回生）は「みんな楽しそうにパソコンに触れていたので安心した。こ

の企画を通じて、学ぶことのおもしろさを感じ取ってもらえたと思う」と述べています。 
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